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Ⅰ．2021年度 第3四半期報告のポイント

2

グループ保険料

20,733億円 • 明治安田生命単体における一時払保険の販売量増加が主な要因

前年同期比 ： 875億円増（＋4.4％）

業績見通し
グループ・単体ともに「増収・増益」の見通し

（2021年度第2四半期（上半期）報告時から上方修正）

グループ基礎利益

4,082億円 • 明治安田生命単体における利息及び配当金等収入の増加が主な要因

前年同期比 ： 30億円増（＋0.8％）

• 健全性を示す両指標とも、引き続き高い水準を維持

連結ソルベンシー・マージン比率
1,142.4％

オンバランス自己資本
41,322億円

前年度末差 ： 10.1ポイント減

前年度末差 ： 2,267億円増
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Ⅱ．明治安田生命グループの業績

１．グループ保険料

（注1）グループ保険料は連結損益計算書上の保険料等収入

（注2）海外保険事業等は、国内生命保険事業以外の合算。

なお、海外の子会社等は決算日が明治安田生命単体と

3ヵ月ずれるため、第3四半期グループ業績への反映

期間は1月から9月までの9ヵ月

2020年度
第3四半期

2021年度
第3四半期 前年同期比

グループ保険料（注1） 19,858 20,733 +4.4%

明治安田生命単体 17,426 18,069 +3.7%

海外保険事業等（注2） 2,431 2,663 +9.5%

うちスタンコープ社 2,262 2,493 +10.2%

（単位：億円）■ グループ保険料の状況

■ グループ保険料の推移
（億円）

○ グループ保険料は、明治安田生命

単体における円建一時払終身

保険の販売再開(6月から) や、

外貨建一時払保険の販売量増加

を主因として、2兆733億円と前年

同期から4.4%の増収
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Ⅱ．明治安田生命グループの業績

２．グループ基礎利益

■ グループ基礎利益の推移

2020年度
第3四半期

2021年度
第3四半期 前年同期比

グループ基礎利益（注1） 4,051 4,082 +0.8%

うち明治安田生命単体 3,668 3,859 +5.2%

うち海外保険事業等（注2） 411 298 △27.5%

うちスタンコープ社 286 195 △31.8%

（単位：億円）■ グループ基礎利益の状況

（注1）グループ基礎利益は、明治安田生命の基礎利益に連結

される子会社および子法人等ならびに持分法適用の関連

法人等のキャピタル損益等を控除した税引前利益のうち

明治安田生命の持分相当額を合算し、明治安田生命

グループ内の内部取引の一部を相殺した数値

（注2）海外保険事業等は、国内生命保険事業以外の合算。

なお、海外の子会社等は決算日が明治安田生命単体と

3ヵ月ずれるため、第3四半期グループ業績への反映

期間は1月から9月までの9ヵ月

○ グループ基礎利益は、明治安田生

命単体の利息及び配当金等収入

の増加を主因として、4,082億円

と前年同期から0.8%の増益

○ スタンコープ社ではコロナ起因の保険金

等支払いの影響などにより前年同期

から31.8%の減益（億円）
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Ⅱ．明治安田生命グループの業績

３．健全性指標

2020年度末 2021年度
第3四半期末 前年度末差

連結ソルベンシー・マージン比率（注）
1,152.5 1,142.4 △10.1ポイント

■ 連結ソルベンシー・マージン比率の推移

（単位：％）■ 連結ソルベンシー・マージン比率

（注） 「ソルベンシー・マージン比率」とは、大災害や

株価の暴落等、通常の予測を超えて発生

するリスクに対応できる「支払余力」を有して

いるかを判断するための行政監督上の指標

の一つ。この数値が200％を下回った場合、

監督当局による業務改善命令等の対象

○ 連結ソルベンシー・マージン比率

は、金融環境の変動等の影響に

より前年度末から低下したものの、

1,142.4%と引き続き高い健全

性を維持
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Ⅲ．明治安田生命単体の業績

１．保険料等収入

■ 保険料等収入の状況

2020年度
第3四半期

2021年度
第3四半期 前年同期比

保険料等収入 17,426 18,069 +3.7%

うち個人保険・個人年金保険 11,379 11,985 +5.3%

うち営業職員チャネル 9,568 9,802 +2.5%

うち銀行窓販チャネル 1,546 1,917 +24.0%

うち団体保険 2,130 2,166 +1.7%

うち団体年金保険 3,562 3,638 +2.1%

（単位：億円）

■ 保険料等収入の推移
（億円）

○ 保険料等収入は、一時払保険の

販売量増加、団体年金保険の増加

を主因として、1兆8,069億円と

前年同期から3.7%の増収
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Ⅲ．明治安田生命単体の業績

２．新契約年換算保険料・保有契約年換算保険料（個人保険・個人年金保険）

（単位：億円）■ 新契約年換算保険料の状況（個人保険・個人年金保険）
2019年度
第3四半期
【参考】

2020年度
第3四半期

2021年度
第3四半期

前年同期比
(2019年同期比)

新契約年換算保険料 760 673 778
＋15.7%
(＋2.3%)

うち営業職員チャネル 667 595 674
＋13.2%

(＋1.0%)

うち銀行窓販チャネル 78 65 93
＋42.9%
(＋19.8%)

うち保障性商品（注1） 387 402 435
＋8.0%

(＋12.2%)

第三分野新契約年換算保険料（注2） 296 254 332
＋30.7%
(＋12.3%)

（注1）ベストスタイル等の総合保障型保険、医療・
介護保険、ケガ保険、定期保険等を対象

（注2）第三分野は、医療保障給付、生前給付
保障給付、保険料払込免除給付等に
該当する部分を計上

（注3）2020年4月から6月まで

（単位：億円）■ 保有契約年換算保険料の状況（個人保険・個人年金保険）

2020年度末 2021年度
第3四半期末 前年度末比

保有契約年換算保険料 21,952 21,737 △1.0%

うち保障性商品（注1） 7,534 7,515 △0.3%

第三分野保有契約年換算保険料（注2） 4,588 4,715 ＋2.8%

○新契約年換算保険料は、対面

営業を自粛していた期間（注3）の

ある前年同期から1 5 . 7 %

増加。2019年同期との比較

では2.3%増加しており、コロナ

禍前の水準を確保

○ 保有契約年換算保険料は、

前年度末から1.0%減少し

たものの、第三分野保有契約

年換算保険料は、前年度末

から2.8%の増加
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Ⅲ．明治安田生命単体の業績

３．基礎利益

2020年度
第3四半期

2021年度
第3四半期 前年同期比

基礎利益 3,668 3,859 +5.2%

（単位：億円）■ 基礎利益の状況

■ 基礎利益の推移

（億円）

○ 基礎利益は、利息及び配当金等

収入の増加を主因として、3,859

億円と前年同期から5.2%の増益
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Ⅲ．明治安田生命単体の業績

４．健全性指標

2020年度末 2021年度
第3四半期末 前年度末差

ソルベンシー・マージン比率（注2）
1,069.1 1,069.9 +0.8

ソルベンシー・マージン総額（Ａ） 88,221 92,332 +4,110

リスクの合計額（Ｂ） 16,503 17,258 +754

（単位：億円）■ オンバランス自己資本

（単位：億円 ）■ ソルベンシー・マージン比率

2020年度末 2021年度
第3四半期末 前年度末差

実質純資産額 106,847 108,468 +1,621

一般勘定資産に対する比率 25.5 25.5 ±0.0

（単位：億円）■ 実質純資産額

（注1）資本性が比較的強いと考えられる部分に
限定した内部留保、外部調達資本等

（注2）ソルベンシー・マージン比率＝
（Ａ）/（1/2×（Ｂ））×100

2020年度末 2021年度
第3四半期末 前年度末差

オンバランス自己資本（注1） 39,055 41,322 +2,267 37,326
39,055

41,322

2019年度末 2020年度末 2021年度

第3四半期末

■ オンバランス自己資本の推移

■ ソルベンシー・マージン比率の推移

（億円）

（％）

ポイント％ ％

ポイント％ ％
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Ⅲ．明治安田生命単体の業績

５．含み損益、国内株式含み損益ゼロ水準

■ 国内株式含み損益ゼロ水準

（単位：億円）
■ 一般勘定資産全体の含み損益

2020年度末 2021年度
第3四半期末 前年度末差

一般勘定資産全体の含み損益 65,224 66,925 ＋1,700

うち時価のある有価証券（注1）（注2） 59,536 60,963 ＋1,426

うち公社債 22,601 21,607 △ 993

うち国内株式 29,794 30,369 ＋575

うち外国証券 6,045 7,249 ＋1,203

うち不動産 5,758 5,821 ＋62

（注1）有価証券には、金融商品取引法上の有価証券として
取り扱うことが適当と認められるもの等を含む

（注2）「国内株式」については、2021年度第3四半期末は、
期末日における市場価格等に基づいて算出。なお、
2020年度末は期末前1ヵ月の市場価格の平均等に
基づいて算出

（注3）日経平均株価ベースでは9,800円程度

2020年度末
2021年度

第3四半期末（注3）

ＴＯＰＩＸベース 670ポイント程度 680ポイント程度

仮に当社ポートフォリオがＴＯＰＩＸにフル連動するとした場合

○ 一般勘定資産全体の含み損益は

6兆6,925億円と前年度末から

1,700億円増加

○ 内外株価上昇による、外国証券

および国内株式の含み益の増加が

主因
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Ⅲ．明治安田生命単体の業績

６．契約クオリティ（解約・失効・減額率、総合継続率）

（単位：％）■ 解約・失効・減額率（注1）の状況（個人保険・個人年金保険）

2020年度
第3四半期

2021年度
第3四半期 前年同期差

個人保険・個人年金保険 2.86 3.20 +0.34ポイント

うち主力商品（注2） 3.74 4.07 +0.33ポイント

（単位：％）■ 総合継続率（注3）の状況（個人保険・個人年金保険）
2020年度
第3四半期

2021年度
第3四半期 前年同期差

13月目総合継続率 95.3 95.1 △0.2ポイント

25月目総合継続率 88.8 89.8 +1.0ポイント

61月目総合継続率 70.8 71.2 +0.4ポイント

（注1）年度始保有契約年換算保険料に対する解約・
失効・減額年換算保険料の割合。保険料
払込猶予中の契約は有効契約として算出

（注2）「ベストスタイル」および「L.A.」における解約・
失効・減額率

（注3）総合継続率は、契約高ベースにて算出

○ 契約クオリティを示す指標は、

引き続き良好に推移

○ 解約・失効・減額率は、前年

同期と比べやや悪化するも、

主力商品はコロナ禍以前の

2019年同期より良好な水準

となっており、依然として低位

な水準を維持

○ 総合継続率は、全回次（13・

25・61月目）ともに高水準を

維持

■ 解約・失効・減額率の推移 ■ 総合継続率の推移 （％）（％）

○13月目総合継続率 ▲25月目総合継続率 ◆61月目総合継続率□個人保険・個人年金保険 △うち主力商品
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Ⅳ．スタンコープ社の業績【参考】

スタンコープ社の保険料等収入、基礎利益相当額、当期純利益

2020年度
第3四半期

2021年度
第3四半期 前年同期比（注2）

保険料等収入 2,262 2,493 ＋10.2%

基礎利益相当額（注3） 286 195 △31.8%

当期純利益 156 110 △29.7%

（単位：億円）

■ 保険料等収入、基礎利益相当額、当期純利益の状況（注1）

（注1）スタンコープ社は決算日が明治安田生命単体と3ヵ月ずれるため、第3四半期グループ業績への反映
期間は1月から9月までの9ヵ月分

（注2）現地通貨ベースでの前年同期比は、保険料等収入+4.2％、基礎利益相当額△35.5％
（注3）基礎利益相当額は、税引前利益からキャピタル損益や買収会計に伴う無形資産償却費用等を控除

したもの
※2020年度第3四半期は2020年9月末の為替レート（1米ドル=105.80円）、

2021年度第3四半期は2021年9月末の為替レート（1米ドル=111.92円）で円換算

○ 保険料等収入は、主力である団体

保険事業の新契約および既契約

更新がともに順調に推移したこと等

により、2,493億円と前年同期から

10.2%の増収

○ 基礎利益相当額は、コロナ起因に

よる保険金等の支払い増加を主因

とし、195億円と前年同期から31.8%

の減益
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Ⅴ．業績見通し

2021年度業績見通し

■ グループ保険料の見通し

■ グループ基礎利益の見通し

※業績見通しは、当社グループが現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります

（注1）グループ保険料は連結損益計算書上の保険料
等収入

（注2）グループ基礎利益は、明治安田生命の基礎利益
に連結される子会社および子法人等ならびに
持分法適用の関連法人等のキャピタル損益等
を控除した税引前利益のうち明治安田生命の
持分相当額を合算し、明治安田生命グループ
内の内部取引の一部を相殺した数値

○

○

2021年度
見通し

前年度比
2020年度
実績

グループ保険料（注１） 28,200億円程度 増加（106％） 26,693億円

うち明治安田生命単体 24,500億円程度 増加（104％） 23,521億円

うちスタンコープ社 3,400億円程度 増加（115％） 2,956億円

2021年度
見通し

前年度比
2020年度
実績

グループ基礎利益（注２） 5,900億円程度 増加（102％） 5,798億円

うち明治安田生命単体 5,800億円程度 増加（105％） 5,502億円

うちスタンコープ社 200億円程度 減少（59％） 340億円

グループ基礎利益は、明治安田

生命単体における株式および

投信の「利息及び配当金等収

入」の増加等により、これまでの

「減益見通し」から「増益見通

し」へ上方修正

グループ保険料は、一時払商品

を含めた販売量回復等により

「増収」となる見通し

2021年度業績見通しは、

2021年度第2四半期（上

半期）報告時の「増収・減益」

から、「増収・増益」に変更

○
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Ⅵ．新型コロナウイルス感染症の拡大に対する当社の対応

当社の主な取組み、特別取扱いの申込状況・保険金等の支払状況

■ 当社の主な取組み

従業員への
対応

お客さまへの
対応

■特別取扱いの申込状況（～2021年12月末）

～2020年度 2021年度 合計

保険料払込猶予
期間の延長（注1） 1.3万件 0.17万件 1.47万件

新規契約者貸付に
対する利息免除（注2） 8.6万件 － 8.6万件

■保険金等の支払状況（～2021年12月末）

（注1）保険料払込猶予期間の延長は最長6ヵ月 （注2）受付期間は2020年6月30日まで

～2020年度 2021年度 合計

死亡保険金 526件(31.5億円) 915件(65.9億円) 1,441件(97.5億円)

入院給付金 8,060件(9.8億円) 33,040件(37.4億円) 41,100件(47.3億円)

みなし入院 5,145件(5.1億円) 28,748件(29.8億円) 33,893件(35.0億円)

■ 自宅等で療養した期間についても、医師または医療機関等の証明をもってご入院されたものとみなし、
入院給付金等をお支払い

“みなし入院”によるお支払い

■ オンライン面談システムを活用し、保険のご相談対応やお手続きのサポートを実施
■ 新規ご契約手続きや給付金のご請求は、お客さま専用サイト「ＭＹほけんページ」からお客さまご自身で
時間や場所を問わず可能

非対面アクセスの充実

■ テレワーク・時差出勤等を積極的に推進するとともに、マスク着用等の感染予防策を徹底

テレワーク等の積極推進

■足元の感染状況をふまえ、３回目職場接種を2月下旬から開始予定。これまでと同様、お客さまの安心・
安全を第一に、お客さま対応を行なう営業職員や保険金支払い等の基幹業務従事者等から優先的に接種

新型コロナワクチン職場接種の実施


